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～四捨五入前の失業率は既に上昇に転じている模様～ 
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・ ９月の英国の失業率（労働力人口に占める失業保険申請件数の割合）は4.5％。昨年後半～年初にかけ

ての4.9～5.0％をピークに改善を続けてきたが、６月以降は４ヶ月連続で横ばい（左図）。だが、失

業保険の申請件数が前月差＋5,300人と２ヶ月連続で増加しており、四捨五入前の失業率は既に上昇に

転じている模様。雇用環境の改善が頭打ち傾向にあることが改めて確認された。 

・ 失業保険申請者のインフロー（失業保険市場への新規参入者）が３ヶ月連続で増加した一方、アウト

フロー（同市場からの退出者）が７ヶ月連続で減少（右図）。失業率に先行して動く【失業状態】⇔

【就業状態もしくは非労働力状態】の間の限界的な変化は一段と悪化している。 

・ 同日発表された９月のネーションワイド消費者信頼感指数は９ポイント悪化の53と、昨年３月以来の

水準に低下。景気回復に伴い2009年１月の44を底に今年２月には84まで回復したが、その後の悪化で

回復分の３分の２以上を失ったことになる。現状、先行き、購買環境の主要３項目が揃って大幅に落

ち込んだ。前月の改善が一時的なものにとどまり、景気の先行き不透明感が一段と増していることが

窺える。20日の「歳出レビュー」の発表後には、家計心理が一段と冷え込むことが予想される。 

■英国：失業率と失業給付申請件数 ■英国：失業保険市場への新規参入者と退出者

出所：英国連邦統計局 注：３ヶ月移動平均値 出所：英国連邦統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2009 2010
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

失業率（失業給付、％） 5.0 4.9 5.0 4.9 4.8 4.7 4.6 4.5 4.5 4.5 4.5
失業給付件数（前月差、千人） -8.4 -18.8 16.2 -40.1 -32.7 -32.0 -31.1 -15.9 -1.0 3.8 5.3
就業者数（前月差、千人） -1.0 -2.0 -42.0 -18.0 -4.0 33.0 108.0 43.0 135.0 0.0 －
就業率（％） 70.6 70.5 70.4 70.3 70.3 70.3 70.5 70.5 70.7 70.7 －
週当たり平均労働時間（前年比、％） -0.9 -0.9 -0.9 0.3 0.3 -0.3 -0.9 0.0 0.6 1.3 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 1.0 0.5 0.4 5.5 6.8 0.4 0.9 1.1 1.9 2.1 －

賃金 1.0 1.4 1.8 1.5 2.0 1.4 1.2 1.4 2.2 2.3 －
ボーナス 0.4 -6.6 -25.0 43.4 46.6 -20.2 -2.5 -5.7 -4.9 -5.8 －

注：就業者数、就業率、労働時間は当月で終わる３ヶ月移動平均 出所：英連邦統計局  


